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一般質問一般質問

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
ど
の

よ
う
な
現
場
確
認
を
行
っ
た
か
。

　

②
周
辺
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
か
。

　

③
事
業
者
へ
の
指
導
、
助
言
は
。

　

④
当
該
建
築
物
は
用
途
地
域
の
制

限
に
適
合
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
夜
に
確
認
し
た
５
回
の
う

ち
２
回
は
１
、２
階
コ
ー
ト
に
防
音

兼
遮
光
シ
ー
ト
が
張
ら
れ
て
い
た
が
、

声
や
ボ
ー
ル
の
音
が
聞
こ
え
た
。

　

②
行
っ
て
い
な
い
。

　

③
都
の
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
か

ら
情
報
提
供
が
あ
り
、
現
在
、
対
応

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

④
適
合
し
て
い
な
い
と
多
摩
建
築

指
導
事
務
所
か
ら
聞
い
て
い
る
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
年
次

報
告
に
課
題
の
抽
出
や
評
価
を
入
れ

る
な
ど
の
改
善
が
必
要
で
は
。

　

②
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
水

と
緑
の
保
全
・
回
復
・
創
出
と
、
環

境
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
の
総
括
は
。

市
長　

①
平
成
23
年
度
に
見
直
し
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
課
題
の
洗
い

出
し
を
行
い
、
具
体
的
な
施
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

②
前
者
は
用
水
路
や
公
園
の
整
備

等
で
新
た
な
水
と
緑
の
保
全
・
創
出

に
努
め
て
い
る
。
後
者
は
施
設
見
学

や
環
境
講
座
を
開
催
し
、
充
実
を
図 

っ
て
い
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設

置
モ
ニ
タ
ー
助
成
制
度
の
課
題
は
。

　

②
公
共
施
設
に
高
効
率
給
湯
器
を

設
置
す
べ
き
で
は
。

　

③
公
用
車
だ
け
で
な
く
、
に
じ
バ

ス
等
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
や

電
気
自
動
車
に
変
更
し
て
は
。

市
長　

①
応
募
者
が
多
く
２
か
月
程

度
で
予
定
数
に
達
す
る
一
方
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

②
老
朽
化
し
た
機
器
等
か
ら
取
り

か
え
を
検
討
し
た
い
。

　

③
地
域
の
方
々
と
研
究
、
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
は
。

市
長　

目
的
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の

あ
り
方
等
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を
定
め
る 

こ
と
で
、
対
象
期
間
は
平
成
21 

年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
で
あ
る
。
目
標
は 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
平
成
24
年
度
ま
で
に
マ
イ

ナ
ス
６
％
、
32
年
度
ま
で
に
マ
イ
ナ

ス
25
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。

目
玉
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
機

器
設
置
の
一
層
の
拡
大
と
、
市
民
版

環
境
配
慮
指
針
の
拡
大
に
お
け
る
一

人
１
日
１
㌔
グ
ラ
ム
二
酸
化
炭
素
削

減
生
活
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
品
目
を
拡
大

す
べ
き
で
は
。

　

②
落
ち
葉
の
リ
サ
イ
ク
ル
実
績
と

評
価
は
。

　

③
剪
定
枝
を
堆
肥
と
し
て
利
用
拡

大
す
る
た
め
二
次
処
理
を
行
っ
て
は
。

市
長　

①
現
在
、
小
平
・
村
山
・
大

和
衛
生
組
合
と
構
成
３
市
で
共
同
資

源
化
等
の
検
討
を
し
て
い
る
が
、
今

後
の
推
移
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

②
収
集
量
は
約
８
千
㌔
グ
ラ
ム
で

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
た
。

　

③
機
器
設
置
の
経
費
等
の
課
題
が

あ
る
た
め
研
究
し
て
い
き
た
い
。

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
ご

み
の
出
し
方
や
分
別
方
法
を
ど
の
よ

う
に
市
民
に
伝
え
て
い
る
か
。

　

②
分
別
さ
れ
て
い
な
い
集
積
所
へ

の
対
応
は
。
そ
の
際
、
収
集
業
者
に

依
頼
し
て
い
る
こ
と
は
。

市
長　

①
転
入
時
や
自
治
会
等
の
説

明
会
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

②
警
告
シ
ー
ル
を
張
っ
て
分
別
等

の
ル
ー
ル
を
促
し
て
い
る
が
、
改
善

さ
れ
な
い
と
き
は
内
容
物
を
確
認
し
、

排
出
者
が
特
定
で
き
た
場
合
に
は
指

導
し
て
い
る
。
状
況
が
悪
質
な
場
合

等
は
、
収
集
業
者
か
ら
連
絡
を
も
ら

う
体
制
を
組
ん
で
い
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
保
育

の
必
要
性
に
優
先
順
位
が
設
け
ら
れ

た
理
由
は
。

　

②
認
定
こ
ど
も
園
に
質
と
量
を
拡

充
す
る
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　

③
柔
軟
な
対
応
で
利
用
し
や
す
い

一
時
保
育
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
就
労
形
態
や
保
護
者
の
状

況
な
ど
一
人
一
人
の
状
況
が
異
な
る

た
め
、
優
先
順
位
を
設
け
て
い
る
。

　

②
当
面
、
国
を
上
回
る
都
の
補
助

制
度
に
準
じ
た
補
助
を
行
っ
て
い
く
。

　

③
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
認

識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
の
中
で
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
よ
り
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
子

育
て
家
庭
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

②
転
居
等
で
通
知
が
届
か
な
い
ケ 

ー
ス
へ
の
対
応
は
。

　

③
支
給
開
始
日
は
。
ま
た
、
所
得

制
限
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

④
定
額
給
付
金
と
関
連
し
た
事
務

作
業
で
効
率
化
を
考
え
て
は
。

市
長　

①
申
請
書
の
個
別
送
付
と
市

報
等
に
よ
る
広
報
を
考
え
て
い
る
。

　

②
転
出
時
に
届
け
出
の
あ
っ
た
住

所
地
に
再
度
郵
送
す
る
な
ど
、
申
請

漏
れ
の
な
い
よ
う
配
慮
し
た
い
。

　

③
平
成
20
年
度
内
の
手
続
開
始
を

目
標
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
所
得

制
限
は
設
け
な
い
。

　

④
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
認

可
保
育
園
を
希
望
し
た
が
入
れ
な
か 

っ
た
人
数
と
待
機
児
童
数
は
。

　

②
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
・

後
期
計
画
に
認
可
保
育
園
の
建
設
を

盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

　

③
公
立
保
育
園
の
役
割
を
こ
れ
ま

で
ど
お
り
果
た
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
200
人
ほ
ど
だ
が
、
待
機
児

童
数
は
５
月
に
確
定
す
る
の
で
、
現

時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

②
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

③
従
来
ど
お
り
地
域
の
子
育
て
支

援
の
拠
点
と
な
る
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
が
、
新
た
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
役
割
も
考
え
て
い
く
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
入

所
保
留
と
な
っ
て
い
る
人
数
は
。

　

②
２
年
連
続
し
て
定
員
を
20
人
超

え
な
け
れ
ば
第
２
ク
ラ
ブ
を
新
設
し

な
い
と
い
う
基
準
を
見
直
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。　

　

③
障
害
児
の
受
け
入
れ
２
人
枠
を

撤
廃
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
に
ど
う

こ
た
え
る
か
。

市
長　

①
２
月
現
在
で
30
人
で
あ
る
。

　

②
建
設
場
所
の
調
整
や
建
設
費
、

人
的
対
応
を
含
め
た
経
費
が
か
か
る

た
め
、
現
状
で
の
対
応
で
進
め
て
い

き
た
い
。

　

③
対
応
を
検
討
す
る
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
障
害

児
の
定
員
を
現
在
の
２
人
か
ら
拡
充

で
き
な
い
か
。

　

②
２
人
枠
を
超
え
た
申
請
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
策
は
。

市
長　

①
施
設
の
広
さ
や
入
会
児
童

数
、
入
会
を
希
望
す
る
障
害
児
の
状

況
な
ど
に
よ
り
検
討
す
る
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

　

②
保
護
者
に
入
会
申
請
状
況
を
説

明
し
、
意
向
を
確
認
し
て
調
整
を
行

い
、調
整
後
も
枠
を
超
え
る
場
合
は
、

児
童
の
成
長
を
考
慮
し
て
学
年
の
低

い
児
童
を
優
先
し
て
い
る
。
対
応
策

は
今
後
も
検
討
し
て
い
く
が
、
現
状

で
は
在
住
学
区
や
隣
接
学
区
の
学
童

ク
ラ
ブ
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
一
時

保
育
の
成
果
と
課
題
は
。

　

②
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
の

ニ
ー
ズ
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長　

①
多
く
の
利
用
が
あ
り
、
潜

在
的
な
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
こ
と
を

認
識
し
た
。
課
題
は
利
用
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

②
長
時
間
ま
た
は
深
夜
に
及
ぶ
保

育
が
必
要
な
場
合
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
宿
泊
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い

る
が
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
利
用

し
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
も
含
め
、

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
・
後
期

計
画
の
策
定
に
あ
わ
せ
総
合
的
に
検

討
し
た
い
。

※
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
と
は

　

保
護
者
が
仕
事
そ
の
他
の
理
由
で

平
日
の
夜
間
や
休
日
に
児
童
の
養
育

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
児
童
養

護
施
設
等
で
預
か
る
事
業
の
こ
と
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
関
係
の
協
定
は
市
内
の
事

業
者
や
団
体
と
締
結
す
べ
き
で
は
。

　

②
周
辺
市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

の
災
害
協
定
締
結
状
況
は
。

　

③
１
年
間
で
新
た
に
締
結
し
た
災

害
協
定
は
。

市
長　

①
迅
速
な
復
旧
活
動
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
市
内
の
団
体
等
と
協

議
の
上
、
適
宜
災
害
協
定
を
締
結
し

て
い
き
た
い
。

　

②
電
気
関
係
は
府
中
市
、立
川
市
、

東
村
山
市
。
ガ
ス
関
係
は
府
中
市
、

東
村
山
市
。水
道
関
係
は
武
蔵
野
市
、

立
川
市
、
西
東
京
市
で
あ
る
。

　

③
６
件
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
周
辺

市
の
進
捗
状
況
は
。

　

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
販
売
店
協

議
会
の
構
成
団
体
と
活
動
状
況
は
。

市
長　

①
消
防
庁
の
調
査
で
は
東
久

留
米
市
を
除
い
た
小
平
市
を
含
む
北

多
摩
北
部
地
域
の
設
置
状
況
は
、
平

成
19
年
度
の
28
・
６
％
か
ら
44
・
３

％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
北
多
摩
南
部

地
域
は
40
・
０
％
、
北
多
摩
西
部
地

域
は
20
・
３
％
で
あ
る
。

　

②
電
気
工
事
業
や
消
防
設
備
業
な

ど
の
市
内
81
事
業
所
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
消
防
署
と
協
力
し
て
市
の
イ
ベ

ン
ト
や
駅
前
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を

実
施
し
て
い
る
。

再
び
、
災
害
協
定
に
つ
い
て

環
境
・
上
下
水

再
び
、
天
神
町
二
丁
目
の
フ
ッ
ト

サ
ル
場
の
騒
音
等
の
問
題
解
決
を

環

境

基

本

計

画

の

点
検
と
見
直
し
に
つ
い
て

◀
あ
じ
さ
い
の
小
径（
美
園
町
一
丁
目
）

小

平

市

は

大

胆

に

緑
の
社
会
へ
の
変
革
を

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
施
策
を

実

施

で

き

な

い

か

ご

み

出

し

の

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

◀
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合（
中
島
町
）

児
童
・
女
性

子
ど
も
や
保
護
者
の
視
点
に
立
っ
た

新
た
な
保
育
制
度
が
必
要
で
は

◀
小
平
花
小
金
井
認
定
こ
ど
も
園

（
花
小
金
井
二
丁
目
）

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

速
や
か
な
支
給
の
た
め
に

認
可
保
育
園
の
増
設
で

待
機
児
童
解
消
を
進
め
よ

学
童
保
育
の
課
題
を

抜
本
的
に
解
決
せ
よ

障
が
い
児
を
支
え
る
学
童
ク
ラ
ブ 

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ト

※

ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
の

実
施
等
で
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

防
災
・
安
全

◀
住
宅
用
火
災
警
報
器

再
び
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
の
現
状
に
つ
い
て
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